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者数として 62万 2千人と推計されている 1)．年齢分布をみると，65歳以上の者の割合は 9.3％


































































































年度に利用した知的障害者 126 名の中から，研究への同意が得られた 62 名とした．男女の





いずれも施設で毎月定期的に測定されている項目であり，2004 年 4 月に測定された． 
健康診断の測定項目は，血圧（オムロンデジタル自動計 HEM-907），血糖（酵素電極法），
血中脂質を示す項目である中性脂肪（酵素法），HDL コレステロール（酵素直接法）とし





国民健康・栄養調査の年齢区分に従い 20)，対象者を 20～29 歳，30～39 歳，40～49 歳に分
けた．その際，本研究の対象者の 40～49 歳の者は，男性 2 名，女性 5 名と少数であったた
め，30～39 歳の者とあわせて「30・40 歳群」とし，20～29 歳の者を「20 歳群」とした． 
対象者の肥満状況を確認するために，身長と体重から BMI を求めた．日本肥満学会の基準
に従い，BMI 25 以上を肥満と判定した 21)． 
対象者の健康診断結果の各項目の基準値は，メタボリックシンドローム診断基準委員会
の基準を参考にした 16)．血圧は，収縮期血圧 130 ㎜ Hg 以上または拡張期血圧 85 ㎜ Hg
以上，血糖 110 ㎎/dl，中性脂肪 150 ㎎/dl 以上，HDL コレステロール 40 ㎎/dl 未満の者
を「異常所見あり」とした． 
メタボリックシンドロームの構成因子の有無を確認するため，腹囲周囲径が男性で 85 cm























男女別に身体測定ならびに健康診断の各測定項目値を 20 歳群と 30・40 歳群との間で比
較した結果は，表１のとおりであった．男性は，全ての項目で 2 群間に有意差はみられな




男女別に肥満状況を 20 歳群と 30・40 歳群との間で比較検討した結果は，表 2 のとおり
であった．BMI による肥満の判定では，男女いずれの年齢群においても，40％～50％の肥
満が確認された．肥満者の割合は，男女とも 2 群間に有意な差はみられなかった． 
 
3．健康診断結果から異常所見を示した者の割合 
健康診断結果において，異常所見を示した者の割合を 20 歳群と 30・40 歳群との間で比
較検討した結果は，表 3 のとおりであった．男女とも 2 群間に有意な差はみられなかった． 
 
4．メタボリックシンドロームの状況 
メタボリックシンドロームの「構成因子あり」の者の割合を 20 歳群と 30・40 歳群の間
で比較検討した結果は，表 4 のとおりであった．男性は，2 群間に有意な差はみられなかっ













差：一般男性の 20~29 歳は 22.5±3.6，30～39 歳は 23.4±3.4，一般女性の 20~29 歳は 20.3
±2.5，30～39 歳は 21.0±3.0），男性の 30・40 歳群を除いて，男女とも本研究対象者の
BMI のほうが有意に高値であった． 
2005 年に報告された平山らの調査によると，11 年間に医療機関の外来を受診した在宅で
生活する知的障害者 1329 名の肥満出現率は，20 歳以降の 30～50%の者が BMI25 以上で
あった 8)．本研究対象者の肥満者の割合は，男女とも 40～50％であり，ほぼ同様の傾向で
あった． 
本研究における BMI25 以上の者の割合を，全国調査の結果 23)（一般男性の 20～29 歳は 
19.9％，30～39 歳は 28.9%，一般女性の 20～29 歳は 5.4％，30～39 歳は 8.3％）と比較
したところ，対象者の肥満者の割合は，男性は 20 歳群，女性はいずれの年代群においても
全国調査よりも有意に高かった．近年，一般成人男性の肥満者は増加傾向にあり，30 歳～
60 歳の肥満者の割合は 30%と高率である 24)．生活習慣病の予防や改善のためにも，肥満者
の割合を 15%まで改善することが目標とされている 24)．一般女性では，低体重の者の割合
が 20～40 歳代で増加し，肥満者は減少傾向にある 16)．一般女性の肥満者の割合が最も高い
のは 60 歳代である 20)．本研究の対象者をみると，20 歳代から，すでに肥満者の割合が高
いことが確認され，健康上の問題点として改善の必要性があると考えられた． 
健康診断の結果をみると，女性の HDL コレステロール値のみ，20 歳群と 30・40 歳群の
間に有意な差がみられた．全国調査 23)との比較では，一般女性よりも対象女性の 30･40 歳
群で，HDL コレステロールの平均値が有意に低値を示していた（平均値と標準偏差：対象




示していたことから（平均値と標準偏差：対象者女性の 30・40 歳群は 166±87 mg/dl，一








23)との比較では，同年代の一般女性よりも有意に高かった（対象者女性の 30・40 歳群は 













た報告がある 30)．全国調査によると，一般男性の場合，30 歳代の約 20％がメタボリックシ
ンドロームの疑いがあり，40 歳代においては，40%が該当するといわれている 20)．本研究
において，メタボリックシンドロームの「構成因子あり」の割合をみると，女性では 30･40
歳群のほうが，20 歳群より有意に高く，全国調査 23)（一般女性の 20～29 歳は 0.0%，30
～39 歳は 2.9%）との比較においても，その割合が高かった．男性においても，「構成因子





















































女の内訳は，男性 30 名（31±5 歳，22～45 歳，以下，Intellectual Disability:ID 男性群），
10 
 
女性 20 名（33±7 歳，21～49 歳，以下,ID女性群）であった．ID男女群は，知的障害の
程度（軽度，中等度，重度）やそれに基づく施設からの支援内容により，知的障害が軽度
であり，就労に向けた支援を受けている者（以下，就労支援群）は男性 14 名，女性 7 名，
知的障害が中等度であり，施設内外での作業や個別のプログラムの支援を受けている者（以
下，作業支援群）は男性 8 名，女性 4 名，知的障害が重度であり，日中活動のプログラム
の支援を受けている者（以下，生活支援群）は男性 8 名，女性 9 名にわけることができた．
障害の診断名は，多くが知的障害を伴う自閉症であったが，診断名が明確ではない者もみ
られた．一般成人と ID 群の相違を明らかにするため，2004 年から 2007 年に近畿地区にあ
る A 企業に勤務し，健康診断を受診した社員，男性 57 名（33±4 歳，27～39 歳，以下,一

















相関が示されている 42),43)．  
「食行動質問表」の回答は，吉松による「食行動質問表の得点解析表 42)」にしたがって，
「そんなことはない」を 1 点，「時々そうである」を 2 点，「そんなことが多い」を 3 点，「全
くそのとおり」を 4 点とした．肥満症治療では，男女別に「体重や体質に関する認識」，「食
動機」，「代理摂食」，「空腹・満腹感覚」，「食べ方」，「食事内容」，「食生活の規則性」の 7










表 5 に示した． 
 
3．調査方法 






いずれも施設で毎月定期的に測定されている項目であり，2004 年 4 月に測定された．身長
と体重から BMI(Body Mass Index)を求めた． 





するため，国民健康・栄養調査 47) の年齢区分に従い，20～29 歳，30～39 歳，40～49 歳
に分けた．ID群の 40～49 歳の者は，男性 3 名，女性 5 名と少数であったため，30～39 歳
の者とあわせて「30 歳・40 歳群」とし，20～29 歳の者を「20 歳群」と分け，一般群は，
20～29 歳の者を「20 歳群」，30～39 歳の者を「30 歳群」とした．身長と体重から BMI を
求め，「BMI25 未満群」と「BMI25 以上群」に分けた． 
ID 群においては，就労支援，作業支援，生活支援の各支援レベル群間，および BMI25




した．各指標の ID 群と一般群の群間ならびに 20 歳群と 30・40 歳群の年齢群間の比較に
は，障害の有無（ID群と一般群），年齢（20 歳群，30・40 歳群）を独立変数とした二元配
置分散分析を用いた．ID 群における就労支援群，作業支援群，生活支援群の支援レベル群
間の比較には，一元配置分散分析を用いた．BMI25 未満群と BMI25 以上群の得点の比較
























（ID 群と一般群）と年齢（20 歳群，30・40 歳群）の交互作用はみられなかった． 
ID 男性群における BMI25 以上の者の割合は，いずれの年齢群においても 40.0％であっ
た．一般男性群における BMI25 以上の者の割合は，20 歳群が 25.0％，30 歳群が 51.1％で
あった．ID女性群における BMI25 以上の者の割合は，20 歳群が 28.6％，30・40 歳群が
53.8％であった．一般女性群において，BMI25 以上の者は認められなかった． 










生活の規則性」（F（83）=103.44，p<0.001）であった．一般男性群よりも I D 男性群のほ














3．ID群における BMI と食行動の関連 
ID 群における BMI25 未満群と BMI25 以上群の食行動質問表の「食行動総得点」，「食べ
方」，「食事内容」，「食生活の規則性」の各得点の平均値，標準誤差および 95％信頼区間を，
男性は表 8-1，女性は表 8-2 に示した． 






信頼区間，肥満の状況を，男性は表 5-1，女性は表 5-2 に示した． 
支援レベルの群間で，食行動質問表の得点を比較したところ，男女とも食行動の得点に
有意差は認められなかった． 

















いても，ID 男性群の 40％が BMI25 以上の肥満であり，ID女性群においては 30・40 歳群
のほうが一般女性群よりも肥満者の割合は有意に高かった．既報においては，在宅で生活
する知的障害者には男女とも 20 歳代ですでに肥満者が多くみられ，メタボリックシンドロ

























BMI25 未満群と BMI25 以上群の間において，食行動質問表の得点を比較したところ，
男女とも食行動の得点に有意差は認められず，体格に関係なく在宅で生活する知的障害者
の食行動は良好であることが示唆された．知的障害者における食行動と BMI の関連につい





ID 群において BMI が 18.5 未満や 30 以上の者が認められなかったことから，この点につ






























































































平成 21 年度に利用している 1 歳から 5 歳までの知的障害児（以下，通園児）とその保護者
であった．調査は，平成 21 年 7 月～11 月に実施された．質問紙は，通園施設の職員から保
護者に配布され，記入後に通園施設にて回収された．218 名に質問紙を配布し，2 歳から 5
18 
 





状況を把握するために，1 歳から 80 歳以上の者を対象として 5 年毎に実施している．1 歳
から 14 歳の者に対しては食生活への意識，行動（朝食の摂取，間食の摂取，共食状況，食
事のあいさつ，食事づくりの頻度）について調査が行われており，本研究においても同様






は，－15%未満を「やせ」，15%以上を「肥満」とした 66)．  
 
4．統計処理 
知的障害児の食生活状況・朝食内容を男女間，年齢間（4 月を基準に 2 歳児，3 歳児を年
少児群，4 歳児，5 歳児を年長児群）で比較検討した．通園児の食生活状況に関する回答の






χ2検定ならびに Fisher の直接確率を用いた． 













本研究に参加した通園児の属性を，表 10 に示す．年齢は，2 歳児が 10.8％（17 名），3
歳児が 29.3％（46 名），4 歳児が 24.2％（38 名），5 歳児が 35.7％（56 名）であった．男
女の内訳は，男児 70.7%（111 名），女児 29.3%（46 名）であった．児の診断名については，
自閉症と診断されている児の割合は 47.8%（75 名），ダウン症候群と診断されている児の割
合は 4.5%（7 名），診断名が不明な児は 22.9％（36 名）であった．療育手帳を取得してい






















身長と体重のデータが得られた男児 103 名，女児 41 名の身長，体重，肥満度の年齢別の
平均値と標準偏差，肥満度＋15％以上と－15％未満の児の割合を表 13 に示す．標準体重か
ら＋15％以上であった児の割合は，男児では，3 歳児は 14.8％（4 名），4 歳児は 11.5％（3
名），5 歳児は 12.5％（5 名）であった．女児はいずれの年齢においても 0.0％（0 名）であ
った．－15％未満の児の割合は，男児では，2 歳児で 10.0％（1 名），5 歳児で 5.0％（2 名），














































として評価した 66)．肥満度が 3 歳で 15％を超えている児では，6 歳以降になると多くの児
が＋20％以上の肥満となることが報告されている 66)．5 歳児の肥満については，平成 21 年

















































































兵庫県H市内の児童デイサービス A施設を利用する 30組の児童と保護者を介入群，B 施
設を利用する 20 組の児童と保護者を対照群とした．各施設の管理者には，研究者から本研
究の目的ならびに方法を説明し同意を得た．保護者には施設から研究目的ならびに方法を
説明してもらった．研究への参加の同意が得られた親子を対象に，平成 21 年 8 月にベース
ライン調査を実施し，3 カ月後である平成 21 年 12 月に追跡調査を実施した．A 施設では，
ベースライン調査後に 2 回の健康教室を実施した． 
A 施設では，2 回の教室の参加に加えてベースライン調査と追跡調査の質問紙が揃った








さまの食生活について」の 16 項目の調査項目を用いた（図 1）． 
2）健康関連 QOL 尺度 







割機能（精神）（Role emotional，RE）」，「心の健康（Mental health，MH）」の 8 つ
24 
 
の下位尺度からなる．それぞれ過去 1 ヵ月間の状態を 6 件法で回答してもらった． 
3）一般性自己効力感尺度 






るために作成した GSES を用いた 79)．2 件法で回答し，得点範囲は 0 点から 16 点で
ある．得点が高いほど自己効力感が高いことを示す． 
4）生活習慣に関する目標の設定と達成状況 








A 施設の保護者には，2 週間の間に 2 回の教室に参加してもらった．教室の内容は，「食
事編」と「対応編」とした．「食事編」は児童の生活習慣と食生活（主に食欲と偏食）につ
いて，「対応編」は日常生活における児童との具体的な関わり方についての内容とした．各











保護者の SF－36v2 の下位尺度得点，GESE 得点のベースライン時における群間の検討に














本研究参加者である A 施設（以下，介入群），B 施設（以下，対照群）の児童デイサービ
ス施設を利用する1年生から6年生の児童の概要は表16のとおりであった．男女の内訳は，
介入群は男子 7 名，女子 4 名，対照群は男子 8 名，女子 1 名であった．体格については，









3．保護者の SF-36v2 とその変化 





4．保護者の GSES とその変化 
































を適切に利用している保護者の QOL は元々高いといわれている 84)．本研究においても同様
の結果であり，児童デイサービスを継続して利用することで健康感が安定していると考え
られ，障害児を養育しながら福祉サービスを利用することの重要性が示唆された． 
GSES については，一般成人の標準値は 9.1±3.9 であり，成人女性では 4～7 点であれば
自己効力感が低い傾向であるといわれている 79),80)．本研究のベースライン調査における保
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20歳群 30・40歳群 20歳群 30・40歳群
n=19 #n=19 n=10 ##n=14
n(%) 1(5.2%) 1(5.2%) 0(0.0%) 2(14.3%)
95%CI 0-0.153 0-0.153 - 0-0.32
n(%) 10(52.6%) 10(52.6%) 6(60.0%) 5(35.7%)
95%CI 0.30-0.75 0.30-0.75 0.29-0.90 0.11-0.61
n(%) 6(31.6%) 6(31.6%) 4(40.0%) 6(42.9%)
95%CI 0.11-0.52 0.11-0.52 0.10-0.70 0.17-0.68
n(%) 2(10.5%) 2(10.5%) 0(0.0%) 1(7.1%)


















































n(%) 3(15.8%) 3(15.8%) 1(10.0%) 3(21.4%)
95%CI 0.00-0.32 0.00-0.32 0.00-0.29 0.00-0.43
n(%) 3(15.8%) 3(15.8%) 1(10.0%) 3(21.4%)
95%CI 0.00-0.32 0.00-0.32 0.00-0.29 0.00-0.43
n(%) 5(26.3%) 8(42.1%) 2(20.0%) 7(50.0%)
95%CI 0.07-0.46 0.20-0.64 0.00-0.45 0.24-0.76
n(%) 2(10.5%) 3(15.8%) 0(0.0%) 1(7.1%)
95%CI 0.00-0.24 0.00-0.32 - 0.00-0.21
# 40歳代を2名含む，## 40歳代を5名含む
異常所見あり:血圧は収縮期血圧130 ㎜Hg以上または拡張期血圧85 ㎜Hg以上，










































20歳群 30・40歳群 20歳群 30・40歳群
n=19 #n=19 n=10 ##n=14
n(%) 14(73.7%) 13(68.5%) 9(90.0%) 9(64.3%)
95%CI 0.54-0.93 0.48-0.89 0.71-1.09 0.39-0.89
n(%) 2(10.5%) 2(10.5%) 1(10.0%) 4(28.6%)
95%CI 0-0.24 0-0.24 0-0.29 0.05-0.52
n(%) 3(15.8%) 4(21.0%) 0(0.0%) 1(7.1%)






















( ● ) ( ◎ ) 早食いである
( ● ) ( ◎ ) 人から「よく食べるね」と言われる
( ● ) ( ◎ ) よく噛まない
( ● ) ( ◎ ) 口一杯詰め込むように食べる
▲ ( ) ( ◎ ) コンビニをよく利用する
( ● ) ( ) スナック菓子をよく食べる
( ● ) ( ) 濃い味好みである
( ) ( ◎ ) 麺類が好きである
▲ ( ● ) ( ◎ ) 外食や出前が多い
( ● ) ( ) 食事のメニューは和食より洋食が多い
▲ ( ● ) ( ◎ ) ﾊﾝﾊﾞｰｶﾞｰなどのﾌｧｰｽﾄﾌｰﾄﾞをよく利用する
( ● ) ( ◎ ) 菓子パンをよく食べる
( ● ) ( ◎ ) 油っこいものが好きである
( ● ) ( ) 甘いものに目がない
( ● ) ( ◎ ) 肉食が多い
( ● ) ( ◎ ) 夜食をとることが多い
▲ ( ● ) ( ) 宴会・飲み会が多い
( ) ( ◎ ) 朝が弱い夜型人間である
( ● ) ( ◎ ) 連休や盆、正月はいつも肥ってしまう
( ● ) ( ◎ ) 間食が多い
( ● ) ( ◎ ) 食事の時間が不規則である
( ● ) ( ◎ ) 一日の食事の中で、夕食が豪華で量も多い
( ● ) ( ◎ ) 夕食をとるのが遅い
( ● ) ( ) ゆっくり食事をとる暇がない
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































MEAN±SE 34.2 ± 1.8 31.8 ± 2.4
95%CI 30.4 - 38.0 26.5 - 37.4
MEAN±SE 8.1 ± 0.8 8.8 ± 0.9
95%CI 6.5 - 9.7 6.8 - 10.7
MEAN±SE 14.9 ± 1.0 13.2 ± 1.3
95%CI 12.8 - 17.0 10.3 - 16.0
MEAN±SE 11.2 ± 0.6 9.8 ± 0.7










MEAN±SE 25.7 ± 1.3 26.7 ± 1.6
95%CI 22.8 - 28.6 22.9 - 30.4
MEAN±SE 6.3 ± 0.8 7.6 ± 1.1
95%CI 4.6 - 7.9 5.1 - 10.0
MEAN±SE 7.0 ± 0.6 7.1 ± 0.6
95%CI 5.7 - 8.3 5.8 - 8.4
MEAN±SE 12.5 ± 0.7 12.0 ± 1.0
























MEAN±SE 33.2 ± 2.1 31.2 ± 3.0 34.8 ± 2.8
95%CI 28.9 - 37.5 25.1 - 37.5 29.0 - 40.7
MEAN±SE 8.7 ± 0.8 6.7 ± 1.2 9.1 ± 1.1
95%CI 7.1 - 10.4 4.3 - 9.2 6.8 - 1.2
MEAN±SE 13.5 ± 1.1 14.2 ± 1.7 15.5 ± 1.6
95%CI 11.1 - 15.8 10.9 - 17.7 12.3 - 18.7
MEAN±SE 11.0 ± 0.7 10.3 ± 1.0 10.3 ± 0.9
95%CI 9.6 - 12.4 8.3 - 12.3 8.4 - 12.1
n
(%) ( 46.7 ) ( 28.6 ) ( 42.9 )
0.56
ID男性群：知的障害者男性，一元配置分散分析，MEAN±SE：平均±標準誤差，95％CI：95％信頼区間








就労支援群 作業支援群 生活支援群 F値
n=15 n=7 n=8
MEAN±SE 25.0 ± 1.7 25.0 ± 2.3 27.6 ± 1.5
95%CI 21.4 - 28.6 20.2 - 29.8 24.4 - 30.7
MEAN±SE 5.9 ± 1.0 5.5 ± 1.3 8.2 ± 0.9
95%CI 3.7 - 8.0 2.7 - 8.3 6.4 - 10.1
MEAN±SE 6.9 ± 0.7 7.8 ± 0.9 6.9 ± 0.6
95%CI 5.4 - 8.3 5.8 - 9.7 5.6 - 8.2
MEAN±SE 12.3 ± 1.0 11.8 ± 1.4 12.4 ± 0.9
95%CI 10.1 - 14.5 8.9 - 14.6 10.5 - 14.4
n  3 2 4





































 n （ ％ ）
年齢 2歳 17 （ 10.8 ）
3歳 46 （ 29.3 ）
4歳 38 （ 24.2 ）
5歳 56 （ 35.7 ）
性別 男児 111 （ 70.7 ）
女児 46 （ 29.3 ）
主な診断名 不明 36 （ 22.9 ）
自閉症 75 （ 47.8 ）
ダウン症候群 7 （ 4.5 ）
その他 25 （ 15.9 ）
手帳の有無 あり 132 （ 84.1 ）











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































問題がある 10 ( 83.3 ) 63 ( 71.6 )
よい 2 ( 16.7 ) 25 ( 28.4 )
いいえ 2 ( 16.7 ) 5 ( 5.7 )
はい 10 ( 83.3 ) 83 ( 94.3 )
食べていない 8 ( 66.7 ) 32 ( 36.4 )
食べている 4 ( 33.3 ) 56 ( 63.6 )
毎日食べない 3 ( 25.0 ) 9 ( 10.2 )
毎日食べる 9 ( 75.0 ) 79 ( 89.8 )
一人 1 ( 8.3 ) 15 ( 17.0 )
家族・きょうだい 11 ( 91.7 ) 73 ( 83.0 )
決まっていない 0 ( 0.0 ) 2 ( 2.3 )
決まっている 0 ( 0.0 ) -2 ( -2.3 )
決まっていない 3 ( 25.0 ) 28 ( 31.8 )
決まっている -3 ( -25.0 ) -28 ( -31.8 )
しない 1 ( 8.3 ) 3 ( 3.4 )
する -1 ( -8.3 ) -3 ( -3.4 )
見る 7 ( 58.3 ) 63 ( 71.6 )
見ない -7 ( -58.3 ) -63 ( -71.6 )
しない 4 ( 33.3 ) 27 ( 30.7 )































































主食a) 12 ( 100.0 ) 80 ( 90.9 ) n.s.
副菜b) 4 ( 33.3 ) 21 ( 23.9 ) n.s.
主菜c) 6 ( 50.0 ) 31 ( 35.2 ) n.s.
牛乳・乳製品d) 7 ( 58.3 ) 49 ( 55.7 ) n.s.
果物e) 4 ( 33.3 ) 36 ( 40.9 ) n.s.
菓子類f) 6 ( 50.0 ) 24 ( 27.3 ) n.s.
嗜好飲料g) 5 ( 41.7 ) 26 ( 29.5 ) n.s.
表15　通園男児の体格と朝食内容
男児のみの検討，人数(%)
















性別 男子 7 ( 63.6 ) 8 ( 88.9 )
女子 4 ( 36.4 ) 1 ( 11.1 )
学年 1年生 3 ( 27.3 ) 2 ( 22.2 )
2年生 1 ( 9.1 ) 1 ( 11.1 )
3年生 0 ( 0.0 ) 2 ( 22.2 )
4年生 3 ( 27.3 ) 1 ( 11.1 )
5年生 1 ( 9.1 ) 2 ( 22.2 )
6年生 3 ( 27.3 ) 1 ( 11.1 )
体格# 標準体重 8 ( 72.7 ) 9 ( 100.0 )
肥満 3 ( 27.3 ) 0 ( 0.0 )
主な診断名 自閉症 6 ( 54.5 ) 8 ( 88.9 )
ダウン症候群 1 ( 9.1 ) 0 ( 0.0 )
その他 2 ( 18.2 ) 0 ( 0.0 )
不明 2 ( 18.2 ) 1 ( 11.1 )
手帳の種類 A 5 ( 45.5 ) 3 ( 33.3 )
B1 3 ( 27.3 ) 3 ( 33.3 )
B2 3 ( 27.3 ) 2 ( 22.2 )
未取得 0 ( 0.0 ) 1 ( 11.1 )
母親の年代 30歳代 8 ( 72.7 ) 5 ( 55.6 )














A施設（介入群） 5 ( 45.5 ) 6 ( 54.5 ) n.s.
B施設(対照群） 2 ( 22.5 ) 3 ( 33.3 ) n.s.
A施設（介入群） 11 ( 100.0 ) 11 ( 100.0 ) n.s.
B施設(対照群） 9 ( 100.0 ) 9 ( 100.0 ) n.s.
A施設（介入群） 8 ( 72.7 ) 9 ( 81.8 ) n.s.
B施設(対照群） 7 ( 77.8 ) 7 ( 77.8 ) n.s.
A施設（介入群） 11 ( 100.0 ) 11 ( 100.0 ) n.s.
B施設(対照群） 7 ( 77.8 ) 7 ( 77.8 ) n.s.
A施設（介入群） 6 ( 54.5 ) 7 ( 63.6 ) n.s.
B施設(対照群） 4 ( 44.4 ) 5 ( 55.6 ) n.s.
A施設（介入群） 11 ( 100.0 ) 11 ( 100.0 ) n.s.
B施設(対照群） 8 ( 88.9 ) 4 ( 44.4 ) n.s.
A施設（介入群） 11 ( 100.0 ) 11 ( 100.0 ) n.s.
B施設(対照群） 8 ( 88.9 ) 8 ( 88.9 ) n.s.
A施設（介入群） 7 ( 63.6 ) 7 ( 63.6 ) n.s.
B施設(対照群） 4 ( 44.4 ) 4 ( 44.4 ) n.s.
A施設（介入群） 7 ( 63.6 ) 6 ( 54.5 ) n.s.
B施設(対照群） 2 ( 22.2 ) 3 ( 33.3 ) n.s.
A施設（介入群） 7 ( 63.6 ) 8 ( 72.7 ) n.s.
B施設(対照群） 6 ( 75.0 ) 5 ( 62.5 ) n.s.
A施設（介入群） 10 ( 90.9 ) 10 ( 90.9 ) n.s.
B施設(対照群） 9 ( 100.0 ) 9 ( 100.0 ) n.s.
A施設（介入群） 1 ( 9.1 ) 2 ( 18.2 ) n.s.
B施設(対照群） 3 ( 33.3 ) 4 ( 44.4 ) n.s.
A施設（介入群） 1 ( 9.1 ) 4 ( 36.4 ) n.s.
B施設(対照群） 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0 ) n.s.
A施設（介入群） 10 ( 90.9 ) 11 ( 100.0 ) n.s.
B施設(対照群） 9 ( 100.0 ) 9 ( 100.0 ) n.s.
A施設（介入群） 7 ( 63.6 ) 7 ( 63.6 ) n.s.
B施設(対照群） 6 ( 66.7 ) 6 ( 66.7 ) n.s.
A施設（介入群） 9 ( 81.8 ) 10 ( 90.9 ) n.s.
B施設(対照群） 7 ( 77.8 ) 6 ( 66.7 ) n.s.
人数（％）





























































身体機能 A施設（介入群） 11 55.9 ± 3.6 55.5 ± 2.5 n.s.
B施設(対照群） 9 55.7 ± 2.8 51.3 ± 10.3 n.s.
日常役割機能 A施設（介入群） 11 49.9 ± 8.8 53.0 ± 6.1 n.s.
B施設(対照群） 9 51.1 ± 8.1 50.4 ± 8.5 n.s.
身体の痛み A施設（介入群） 11 47.6 ± 9.2 47.5 ± 8.0 n.s.
B施設(対照群） 9 52.0 ± 10.5 46.7 ± 11.2 n.s.
社会生活機能 A施設（介入群） 11 53.5 ± 6.8 51.0 ± 8.6 n.s.
B施設(対照群） 9 54.9 ± 4.5 50.6 ± 9.2 n.s.
全体的健康感 A施設（介入群） 11 49.5 ± 8.3 49.7 ± 8.1 n.s.
B施設(対照群） 9 52.6 ± 9.3 52.6 ± 9.3 n.s.
活力 A施設（介入群） 11 48.9 ± 8.1 52.0 ± 5.6 n.s.
B施設(対照群） 9 44.7 ± 10.1 48.3 ± 6.9 n.s.
日常役割機能 A施設（介入群） 11 52.6 ± 8.5 54.5 ± 4.6 n.s.
B施設(対照群） 9 49.1 ± 7.5 51.7 ± 8.4 n.s.
心の健康 A施設（介入群） 11 49.7 ± 6.2 50.1 ± 7.6 n.s.











SF-36v2#：MOS Short-Form 36-Item Health Survey（健康関連QOLを測定するための尺度，11問を8つの下位尺
度得点で算出）



































A施設（介入群） 11 6.8 ± 3.7 6.6 ± 4.2 n.s.
B施設(対照群） 9 6.8 ± 3.9 6.4 ± 4.9 n.s.
表19　保護者のGSES#得点の変化
　　 介入前 　　 介入後
n.s.
GSES#：General Self-Efficacy Scale （一般性セルフエフィカシー尺度16項目）
平均値±標準偏差



































A施設（介入群） 11 10 ( 90.9 ) 1 ( 9.1 )
B施設(対照群） 9 2 ( 22.2 ) 7 ( 77.8 )
表20　過去3ヶ月の間，目標をもって取り組んだことがありますか
* 
人数（％），a) 介入群と対照群，Fisherの直接確率，*p<0.05
いいえはい
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お
子
さ
ん
の
食
事
の
状
況
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
ま
す
。
あ
て
は
ま
る
番
号
ま
た
は
記
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
問
1
現
在
の
お
子
さ
ん
の
食
事
を
ど
の
よ
う
に
思
い
ま
す
か
。
一
つ
選
ん
で
○
を
つ
け
て
下
さ
い
。
問
2
-
1
お
子
さ
ん
は
食
事
を
す
る
と
き
、
1日
1食
以
上
、
楽
し
く
2人
以
上
で
食
事
を
食
べ
て
い
ま
す
か
。
一
つ
選
ん
で
○
を
つ
け
て
下
さ
い
。
問
2
-
2
問
3
お
子
さ
ん
は
、
ご
は
ん
（お
米
）を
1
週
間
に
何
回
食
べ
ま
す
か
。
朝
食
・
昼
食
・
夕
食
ご
と
に
一
つ
選
ん
で
○
を
つ
け
て
下
さ
い
。
0回
１
～
２
回
３
～
４
回
５
～
６
回
毎
日
0回
１
～
２
回
３
～
４
回
５
～
６
回
毎
日
0回
１
～
２
回
３
～
４
回
５
～
６
回
毎
日
問
4
-
1
お
子
さ
ん
は
、
普
段
朝
食
を
食
べ
て
い
ま
す
か
。
問
4
-
2
問
5
お
子
さ
ん
は
朝
食
を
食
べ
る
と
き
は
誰
と
食
べ
ま
す
か
。
一
つ
選
ん
で
○
を
つ
け
て
下
さ
い
。
問
6
お
子
さ
ん
は
、
ふ
だ
ん
何
時
頃
に
夕
食
を
食
べ
て
い
ま
す
か
。
一
つ
選
ん
で
○
を
つ
け
て
下
さ
い
。
問
7
お
子
さ
ん
の
食
事
・お
や
つ
の
時
間
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
か
。
そ
れ
ぞ
れ
に
、
一
つ
選
ん
で
○
を
つ
け
て
下
さ
い
。
《食
　
事
》
《お
や
つ
》
図
1　
食
生
活
状
況
に
関
す
る
質
問
紙
1
. 
ほ
と
ん
ど
決
ま
っ
て
い
る
2
. 
だ
い
た
い
決
ま
っ
て
い
る
3
. 
あ
ま
り
決
ま
っ
て
い
な
い
4
. 
決
ま
っ
て
い
な
い
1
. 
ほ
と
ん
ど
決
ま
っ
て
い
る
2
. 
だ
い
た
い
決
ま
っ
て
い
る
3
. 
あ
ま
り
決
ま
っ
て
い
な
い
4
. 
決
ま
っ
て
い
な
い
1
. 
午
後
7時
前
2
. 
午
後
7～
8時
台
3
. 
午
後
8～
9時
台
4
.　
午
後
11
時
以
降
5
.　
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
　
　
2．
副
菜
（野
菜
・芋
料
理
・野
菜
た
っ
ぷ
り
の
汁
物
）
　
3.
主
菜
（肉
・魚
・卵
・大
豆
料
理
)
　
4.
牛
乳
・乳
製
品
　
　
　
　
　
　
　
5.
果
物
　
6.
菓
子
類
（菓
子
パ
ン
含
む
）　
　
　
7.
嗜
好
飲
料
（ジ
ュ
ー
ス
な
ど
）
　
8.
そ
の
他
（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
1
. 
家
族
2
. 
き
ょ
う
だ
い
だ
け
3
. 
一
人
で
食
べ
る
こ
と
が
多
い
1
. 
ほ
と
ん
ど
毎
日
食
べ
る
3
. 
週
に
4～
5回
食
べ
る
3
. 
週
に
2～
3回
食
べ
る
4
. 
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
ど
ん
な
朝
食
を
た
べ
て
い
ま
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
　
1.
 主
食
（ご
は
ん
・パ
ン
・め
ん
）
　
3
.「
き
ち
ん
と
し
た
食
事
」を
食
べ
て
い
な
い
が
、
30
分
以
上
か
け
て
食
べ
て
い
る
。
　
4
.「
き
ち
ん
と
し
た
食
事
」を
食
べ
て
お
ら
ず
、
食
べ
る
時
間
も
30
分
未
満
。
《朝
　
食
》
《昼
　
食
》
《夕
　
食
》
一
つ
選
ん
で
○
を
つ
け
て
下
さ
い
。
1
. 
は
い
2
. 
い
い
え
「
は
い
」
と
回
答
さ
れ
た
方
は
問
2
-
2
よ
り
1
つ
選
ん
で
○
を
つ
け
て
下
さ
い
。
そ
の
食
事
は
、
「き
ち
ん
と
し
た
食
事
」を
30
分
以
上
か
け
て
食
べ
て
い
ま
す
か
。
「
き
ち
ん
と
し
た
食
事
」
と
は
、
「
主
食
（
ご
は
ん
や
パ
ン
な
ど
）
、
副
菜
（
野
菜
・
海
藻
・
い
も
な
ど
）
、
主
菜
（
肉
・
魚
・
卵
・
大
豆
）
が
そ
ろ
っ
た
食
事
を
さ
し
て
い
ま
す
。
　
1
.「
き
ち
ん
と
し
た
食
事
」を
食
べ
て
お
り
、
30
分
以
上
か
け
て
食
べ
て
い
る
。
　
2
.「
き
ち
ん
と
し
た
食
事
」を
食
べ
て
い
る
が
、
食
べ
る
時
間
は
30
分
未
満
。
お
子
さ
ん
の
食
生
活
の
状
況
に
つ
い
て
（
最
近
か
ら
2
ヶ
月
ぐ
ら
い
の
様
子
を
お
答
え
下
さ
い
）
1
. 
大
変
よ
い
2
. 
よ
い
3
. 
少
し
問
題
が
あ
る
4
. 
問
題
が
多
い
問
8
-
1
お
子
さ
ん
の
お
や
つ
は
、
量
を
決
め
て
与
え
て
い
ま
す
か
。
一
つ
選
ん
で
○
を
つ
け
て
下
さ
い
。
問
8
-
2
お
子
さ
ん
の
よ
く
食
べ
る
お
や
つ
を
3つ
書
い
て
く
だ
さ
い
。
問
9
お
子
さ
ん
に
食
事
の
あ
い
さ
つ
「い
た
だ
き
ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」を
さ
せ
て
い
ま
す
か
。
一
つ
選
ん
で
○
を
つ
け
て
下
さ
い
。
問
1
0
お
子
さ
ん
は
、
食
事
を
す
る
と
き
テ
レ
ビ
を
見
て
い
ま
す
か
。
一
つ
選
ん
で
○
を
つ
け
て
下
さ
い
。
問
1
1
-
1
お
子
さ
ん
は
、
嫌
い
な
食
品
や
料
理
が
で
る
と
、
ど
う
し
ま
す
か
。
一
つ
選
ん
で
○
を
つ
け
て
下
さ
い
。
問
1
1
-
2
お
子
さ
ん
の
嫌
い
な
食
品
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
問
1
1
-
3
お
子
さ
ん
の
嫌
い
な
料
理
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
問
1
2
お
子
さ
ん
の
排
便
は
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
頻
度
で
す
か
。
一
つ
選
ん
で
○
を
つ
け
て
下
さ
い
。
問
1
3
一
つ
選
ん
で
○
を
つ
け
て
下
さ
い
。
問
1
4
「今
日
の
ご
は
ん
何
？
」「
○
○
作
っ
て
」な
ど
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
一
つ
選
ん
で
○
を
つ
け
て
下
さ
い
。
問
1
5
 
お
子
さ
ん
は
、
食
事
に
関
係
す
る
お
手
伝
い
（食
器
の
準
備
・片
づ
け
・簡
単
な
調
理
）を
し
て
い
ま
す
か
。
一
つ
選
ん
で
○
を
つ
け
て
下
さ
い
。
問
1
6
 
お
子
さ
ん
の
食
生
活
に
つ
い
て
、
気
に
か
け
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。
1
. 
い
つ
も
さ
せ
て
い
る
2
. 
と
き
ど
き
さ
せ
て
い
る
3
. 
ほ
と
ん
ど
し
な
い
1
. 
決
め
て
い
る
2
. 
時
々
決
め
て
い
る
3
. 
欲
し
が
る
だ
け
与
え
る
1
. 
い
つ
も
見
て
い
る
2
. 
た
ま
に
見
て
い
る
3
. 
あ
ま
り
見
な
い
1
. 
嫌
い
な
物
で
も
食
べ
る
2
. 
嫌
い
な
物
は
残
す
3
. 
食
べ
た
り
食
べ
な
か
っ
た
り
4
. 
嫌
い
な
物
は
な
い
1
. 
よ
く
あ
る
2
. 
た
ま
に
あ
る
3
. 
あ
ま
り
な
い
1
. 
よ
く
あ
る
2
. 
た
ま
に
あ
る
3
. 
あ
ま
り
な
い
1
. 
ほ
と
ん
ど
毎
日
2
. 
２
～
３
日
に
１
回
程
度
3
. 
４
～
５
日
に
１
回
程
度
お
子
さ
ん
が
「ご
は
ん
ま
だ
」「
お
な
か
す
い
た
」な
ど
、
食
事
を
催
促
し
た
り
、
「お
い
し
い
」な
ど
食
事
に
つ
い
て
の
感
想
を
言
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
1
. 
よ
く
あ
る
2
. 
た
ま
に
あ
る
3
. 
あ
ま
り
な
い
7
. 
食
べ
物
や
食
事
の
話
を
す
る
8
. 
食
べ
物
の
収
穫
や
栽
培
に
親
し
む
《
そ
の
他
1
》
《
そ
の
他
2
》
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
質
問
は
以
上
で
す
。
記
入
も
れ
が
な
い
か
ご
確
認
下
さ
い
。
参
考
：ひ
ょ
う
ご
健
康
食
生
活
実
態
調
査
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
選
ん
で
○
を
つ
け
て
下
さ
い
。
ま
た
、
他
に
気
に
か
け
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
《
そ
の
他
》
に
ご
記
入
下
さ
い
。
1
. 
好
き
嫌
い
を
な
く
す
2
. 
家
族
揃
っ
て
楽
し
く
食
べ
る
3
. 
必
ず
朝
食
を
食
べ
る
4
. 
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
5
. 
食
べ
物
を
残
さ
な
い
6
. 
食
事
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
る
